	附属機関等の名称
	平成26年度第1回みよし市地域公共交通会議

	開催日時
	平成26年6月19日（木曜日） 午後2時から午後3時30分まで

	開催場所
	市役所6階　601会議室

	出席者


	【座長】伊豆原浩二　　

【委員】増岡庶　野々山勝利　佐々木幸一　鈴木初枝　栗山由希　藤根剛　
新谷千晶　伊藤久司　古橋昭(代理磯谷)　加藤直樹　山口直毅　　

古田實(代理伊藤)　加藤憲治（代理鋤柄）小河原恵吾（代理鈴木）

山田篤司　渡邉純一（代理緒方）永井勝義

【事務局】政策推進部長　政策推進部次長　企画政策課長　企画政策課主任主査

	問い合わせ先
	政策推進部企画政策課

電話番号0561-32-8005

ファックス番号0561-76‐5021
メールアドレスkikaku@city.aichi-miyoshi.lg.jp

	審議経過
	≪議事≫
1.委嘱状交付
2.座長あいさつ
　5月14日に地域公共会議の活性化再生法の一部改正案が参議院本会議で可決され成立いたしました。まちづくりと連合したネットワークを作るということが中身に入っております。この公共交通会議の前からいろいろなまちづくりと関連しながら、さんさんバスを行っていたわけですが、法律が変わったからどうということではないが、方向性が明確になりました。昨年の会議で交通政策基本法が成立したお話しました。法制度がどんどん変わりつつあるなかで、さんさんバスを含め、三好ケ丘巡回バス、名鉄バスの延伸など、いろいろな形でみよし市を取り巻くサービスが展開をしています。地域のみなさんの足をどううまく確保すべきか、高齢者だけでなく子どもたちや交通弱者といわれる方がたの足をどう確保するかがメインだったが、それ以上にこの地域の公共交通をもって生活のクオリティーを上げるということが審議の対象となると思う。
みよし市の公共交通のネットワークをどういう方向へ持っていったら良いかということを、みなさんにお知恵を出していただいて、住民のみなさんやみよし市に訪れるみなさんにも移動しやすい街になるよう考えて行きたいと思っております。
3.報告事項　（1）平成25年度さんさんバス実績報告について
　　　　　　（2）三好ケ丘ループバス、愛知学泉大学スクールバス及び名鉄バスの利用状況について

≪事務局説明≫
【座長】
ただいま説明がありましたが、名鉄バスの加藤委員より補足説明等ございましたらお願いをしたいと思いますが、いかがでしょうか。
≪加藤委員説明≫
【座長】
利用状況の報告でしたが、ご質問ご意見ございませんか。
【小笠原委員代理】
　補助金についての説明があったが、運賃収入を伸ばして、いつかは補助金なしでもやれることが理想であるので、なにができるかの話をしてほしい。
【座長】
　平成25年度から補助金をいただくようになったが、今後どううまく使うかを考えていく時期がきていると思います。
　あとは、よろしいですか。
　全体で29万程度の利用があると話がありましたが、幹線のネットワークや支線のネットワークを含めて全体としてどういう方向へいったらよいか、みなさんが利用しやすい仕組みを考えなければならない。それに対して、補助制度をうまく使えればいいと思います。今日は、利用状況の報告であるが、さんさんバスだけではなく、名鉄バス、ループバスも含めて、どういう仕組みがよいかを考えていきたい。
社会情勢はどんどん変わっています。団塊の世代が就業を終えていること、少子化により高校生が少なくなってくるなど、利用状況の影響も踏まえていかなければならない。利用者の意見をうまく聞き分けるようにできるよう、事務局のほうでご検討いただきたい。
3.報告事項　（3）地域公共交通会議確保維持改善事業補助金について
《事務局説明》

【座長】
　ご質問ご意見はございませんか。
　補助金は、あてにしながらでもいけないし、国の予算の状況も変わってきますので、目安としての金額であるが、補助金がつくことによって、みよし市ですべて賄っていたことが、みよし市の負担だけでなく、国民の皆様の税金を使わせてもらっている。こういった、負担にしても費用にしても、利用が増えれば減っていくわけです。利用が増えれば増える分だけ、運行経費は少なくなっていくというところを、私たちは、もう少し整理していかなければならないと思っております。
今年度、どういったデータを確保しながら対策を打っていくか、先ほどお話した法律改正も踏まえて、もう少しいろいろな知恵をいただくことになると思いますので、よろしくお願いします。
では、他にご意見等はございませんか。
【増岡委員】

バスの路線とか変更の話ですが、私のエリアでは住宅地が開発させていて、将来的には200戸近い住宅が新しくできるところですが、そういったエリアでバスの路線の変更が可能なのか、バス停が直近でできるのか、乗合いタクシーのサービスを利用するのか、という検討はこの会になるのでしょうか。
【座長】
この会で決めることになります。
【増岡委員】

いま事務局のほうで考えている案はありますか。
【事務局】

そういった事案に関して、まずは入居状況に合わせて検討していくことになります。
【座長】
状況によっては、ルート変更も考えられるが、ご利用になられるかということが大切ですね。実際には、車を持っているかたが多いなかで、これからご利用いただけるような仕組みに変えていく、また生活のパターンの中で認識していただけるようこういったことも含めて、検討していくことになるでしょう。
【加藤委員】
参考になればと思います。バス停を団地内に設けてほしいというご要望をいただいたときに、自治会との間でこの年度の利用の何パーセント利用を維持しますという協定を結びます。それが守れなければ、乗り入れはやめますという協定を結んで入っているところがあります。このため、自治会のかたが主となってバスを利用しようという看板を作っているという事例があります。しかし、なかなか利用が伸びることころまではいっていないです。
【座長】
いろいろなアイデアでご利用いただけるようにしていただけるとよいと思って、みなさんもお帰りなった際に、周囲にこういったことを話題にしていただけるとよいと思います。案内通知に、バスの時刻表を載せていただいておりますが、できるだけ使っていただけるような仕組みをこれからもお願いしたい。
就業者のかたがどう動かれるかを見ていかなければならないし、お年寄りのかたの足を確保しなければならない、それから若者で免許を持っていない人が増えている。今後の動き、価値観もずいぶん変わってきております。
そういったことも考えていかなければなりません。
ぜひ、みなさんからこういったことをやったらどうか、こんなことを考えたらどうかということがありましたら、事務局に伝えていただいて、少しでも使いやすい仕組みを作っていただきたいと思います。
【事務局】

これで、本日のすべての議事を終了いたしました。
会議の終わりにあたりまして、政策推進部長の鈴木よりごあいさつ申し上げます。
【政策推進部長】
長時間ありがとうございました。今回報告させていただきました、利用実績に基づきまして改善できるところは検討し、利便性の向上を図っていきたいと思っています。ご意見の中で、少しでも利用者数の拡大ということについては大変重要なことと思っております。慎重にみなさんの貴重なご意見をいただきながら、今後対応をしていきたいと思います。なによりも安全安心というものを第一に今後少しでも、市民のみなさんに喜んでいただけるようなバスにしていきたいと思っております。今後ともご助言をいただきながら進めていきたいと思います。よろしくお願いいたします。
ありがとうございました。
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